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新庁舎では県産木材を使用します

　新庁舎では、県産のスギやヒノキを使用
します。花粉症の人にはやっかいなスギで
すが、学名には日本を意味するジャポニカ

（Cryptomeria Japonica）の名称がつく日本
原産の常緑針葉樹です。建築材料としても優
秀で軽くて強いのが特徴です。
　新庁舎で木材が使用されるものの一つに、
屋外で２階以上の日除け用のルーバーがあり
ます。日除け用のルーバーは、防腐・防蟻剤
の加圧注入を行い、建築用最高の保存処理性
能（K4 レベル）が採用されており、木製なが
ら 20年以上も腐らないといわれています。

　９月3日、役場仮庁舎で「第62回金婚夫婦表彰式」（熊本
日日新聞社巡回表彰）が行われました。今年度は新型コ
ロナウイルス感染症の影響により、式典自体は中止にな
りましたが、代表夫婦１組のみを迎えて熊本日日新聞社
事業局長より表彰状と記念品、町からお祝いの記念品を
贈りました。

　おかげさまで金婚を迎えることができました。公私に
わたり、いろいろな経験をさせていただき、皆さんのお
力添えで大過なく過ごせました。
　50年間寄り添えたのは、お互いに理解を持っているか
らで、百薬を友としゴルフや釣り、妻は詩吟とそれぞれに
趣味を楽しんでいます。今後は「ピンピンコロリ」を目標
にもう少しの間、皆さんとご一緒させていただきます。

　｢第62回金婚夫婦表彰式｣におきましては、
新型コロナウィルス感染症の感染拡大が深刻
化し、残念ながら、例年の文化ホールでの開
催を中止することとなりました。
　いつの時代もご夫婦が築き上げてきた50
年はそれぞれの人生劇場があったと思います。
ご両人が主役を演じて、笑いと喜び、悲しみ
と涙の物語の中でめでたく金婚を迎えられま
したことに、心からお祝い申し上げます。皆
さんがいつまでも夫婦仲むつまじく、健康で
ご活躍されることを祈念いたしております。

大津町長　家入　勲

夫婦の歴史に敬意を表して
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金婚を迎えた夫婦からのメッセージ
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金婚おめでとうございます

熊本日日新聞社事業局長本
ほん

田
だ

清
せい

悟
ご

さ
ん㊧より、表彰状と記念品が金婚夫
婦を代表して宮本さんご夫妻に渡さ
れました。

上段左から熊本日日新聞社事業局
長本田清悟さん、家入町長、桐原
議長。下段宮本修さん允美さんご
夫妻。

第62回金婚夫婦表彰式

1 新庁舎に設置される日
除け用の木製ルーバーのイ
メージ図2 日除け用のひさ
しの実大模型1

2

町出身の大臣が誕生
坂本哲志氏が大臣として入閣

　９月16日に発表された菅内閣に、町出身の坂
さか

本
もと

哲
てつ

志
し

氏が「一億総活躍、まち・ひと・しごと創生、内閣府特命
（少子化対策、地方創生）」担当大臣として初入閣しまし
た。県出身の国会議員としては、松岡氏以来の14年ぶ
りの入閣となりました。
　坂本氏にこれからの抱負をお聞きしました。

　今回発足しました菅内閣において、「一億総
活躍、まち・ひと・しごと創生、内閣府特命（少子
化対策、地方創生）」担当大臣を拝命致しました。
私を育てていただいた大津町の皆様に心より感
謝申し上げます。
　私の原点は大津町です。全世代が活躍し、地
域が活性化し、元気の良い子どもたちの声が響
く風景をまず大津町に重ね合わせます。
　菅総理からは「農業と観光が地方創生につな
がるようにしてほしい」と言われました。全力
で働きます。ご指導をよろしくお願いします。

プロフィール
昭和25年11月６日生まれ
大津町立陣内小学校（現大津南小学校）
大津町立大津中学校
熊本商大付属高校（現学園大付属高校）
中央大学法学部政治学科卒業

経歴
昭和50年　　  　熊本日日新聞社入社
平成３年　　　  熊本県議会議員初当選
平成15年11月　第43回衆議院議員総選挙初当選
平成24年12月　総務副大臣兼内閣府副大臣就任（第２次安倍内閣）
令和元年10月　衆議院　予算委員会　筆頭理事

一億総活躍、まち・ひと・しごと創生、内閣府特命（少子
化対策、地方創生）担当大臣として初入閣した坂本哲志氏

春の叙勲受章
教育の発展に貢献

　令和２年春の叙勲で、那
な

須
す

雪
ゆき

子
こ

さん（陣内）が瑞宝双光
章を受章しました。那須さんは、大津南小学校や大津小
学校の校長を歴任し、平成22年から平成26年まで町教
育長として町の教育・青少年の健全育成に努められ、そ
の功績が認めれられたものです。9月3日に役場で行わ
れた叙勲伝達式では「今回の叙勲に、改めて感謝申し上
げます。叙勲の名に恥じないように日々暮らしていき
たい」と喜びを語りました。おめでとうございます。

叙勲を受章した那須雪子さん㊨と吉良教育長㊧
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